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ABSTRACT  In the present study, annual change of physical growth and development was examined during school 
age. Based on the records of the physique (height, weight, sitting height, leg length), physical strength and motor ability 
(grip strength, side step, trunk bending, sit-up, 50m dash, standing long jump and handball throwing) announced by 
Ministry of Education, Science and Technology every year, the wave let interpolation method was applied to 
cross-sectional data from 6 to 17 years in 2000 and 2005. As the results, the growth distance and velocity curves were 
analyzed in the physique. In physical strength and motor ability, the developmental distance and velocity curves were 
also analyzed, and the change of physical strength and motor ability with age was examined. With judging from the 
growth velocity curve of physique, the growth velocities in leg length was the fastest among the physique in both 2000 
and 2005. Moreover, the age at MPV of leg length was also the earliest, and that of sitting height was the latest in 2000. 














査は東京オリンピック開催の昭和 39 年(1964 年)から開始さ 
















年(5、6 年生)が対象に加わり、昭和 42 年(1967 年)には 30 歳
以上59歳が対象となる壮年体力テストが新たに導入された。
さらに、昭和 58 年(1983 年)には小学校低学年・中学年運動
能力テストが加わった。そして、体力・運動能力調査の結果
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のデータである。そのデータから小学 1 年生(6 歳)から高校 3









小学 1 年から高校 3 年における年齢軸(t)に、6 歳から 17
歳までの 1 年間ごとの測定時年齢を、6、7、8、9、10、・・・・・・





  以上の設定によって、12 個の時系列データ{ ( tｉ , yｉ ) : i = 
6, 7, 8, 9 ・･･･ , 17 }が与えられている時、発育曲線 y＝F(t) と
F の一次導関数 f(t) の近似曲線は、ウェーブレット係数 aｊ，
ｋ を以下の連立方程式から求めることにより導かれる。 
条件を満たす整数の組 ( j, k ) は、(j, k)=(j1, k1),････(jn1, kn2)
のようにとり、ｊ, ｋの任意の組み合わせによる以下の連立
方程式を決定する。但し、j, kは次の条件を満たすものとする。  
J ≦ P(Pは-1または0)、-10 ≦ｋ≦10とする。 
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以上で求めたウェーブレット係数{ a j, k ; j , k } を以下の
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度(PHV：Peak Height Velocity)、または MPV（Maximum Peak 
Velocity）と呼ばれている。ここに示された身長発育速度曲
線から MPV を特定すると、平成 12 年度(2000 年度)では、
MPV年齢は11.7歳に出現し、その時点でのMPVは7.78 cm/yr
であった。平成 17 年度(2005 年度)では、MPV 年齢は 12.0 歳
に出現し、その時点での MPV は 7.74cm/yr であった。 
Fig 2-1、2-2 は体重発育である。身長の場合と同様に発育
速度曲線をみると、平成 12 年度(2000 年度)では、MPV 年齢
は 11.6 歳、MPV は 6.24 kg/yr であった。平成 17 年度(2005










































Male height in 2000
Fig 1-1 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 
boy’s height in 2000 
 





































Male height in 2005
Fig 1-2 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 
boy’s height in 2005 
 




































Male weight in 2000
Fig 2-1 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 
boy’s weight in 2000 
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Male weight in 2005
 
Fig 2-2 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 
boy’s weight in 2005 
 
 Fig 3-1、3-2 は座高発育である。平成 12 年度(2000 年度)で
は座高の MPV 年齢は 11.8 歳、MPV は 3.76 cm/yr であった。
平成 17年度(2005年度)では座高のMPV年齢は 12.0歳、MPV
は 3.90 cm/yr であった。ここでは、座高の MPV 年齢は身長
の MPV 年齢より遅く出現することが示された。 
Fig 4-1，4-2 は下肢長の発育である。下肢長は学校保健統
計調査に示された身長のデータから座高を引いた数値を採
用している。平成 12 年度(2000 年度)では下肢長の MPV 年齢
は 11.5 歳、MPV は 4.03 cm/yr であった。平成 17 年度(2005
年度)では下肢長の MPV 年齢 12.0 歳、MPV は 3.84 cm/yr で
あった。 





































 Male sitting height in 2000
Fig 3-1 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 
boy’s sitting height in 2000 
 






































 Male sitting height in 2005
Fig 3-2 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 
boy’s sitting height in 2005 




































Male leg length in 2000
Fig 4-1 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 
boy’s leg length in 2000 
 



































Male leg length in 2005
 
Fig 4-2 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 
boy’s leg length in 2005 
 
Fig 5-1，5-2 は BMI の加齢変化である。両年度ともに現量
値曲線では、6 歳の平均値である約 16 から１7 歳の平均値で
ある約 21 まで増大する傾向を示した。加齢変化速度曲線か




これは MPV であると考えられる。MPV 年齢は 14.2 歳、MPV
は 1.18(kg/m2)/yr であった。 


























Male BMI in 2000
 
Fig 5-1 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 



































Male BMI in 2005
Fig 5-2 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 
boy’s BMI in 2005 
 
２）体格発育の順序性 




り、平成 12 年度(2000 年度)では、下肢長、体重、身長、座
高の順で MPV 年齢が遅くなり、平成 17 年度(2005 年度)では
体重の MPV 年齢が早く出現し、体重以外はほぼ同じ MPV
年齢であった。 
 
  Male 








Height 11.7  7.78  12.0  7.74  
Weight 11.6  6.24  11.7  6.06  
Sitting height 11.8  3.76  12.0  3.90  
Leg length 11.5  4.03  12.0  3.84  
BMI     14.2  1.18  





 Fig 6-1、6-2 は平成 12 年度(2000 年度)と平成 17 年度(2005
年度)の握力の 6 歳から 17 歳までの発達グラフである。握力
では、発達現量値曲線はシグモイド状の増大傾向を示してい
る。発達速度曲線をみると、思春期におけるピークを示す
MPV が出現している。MPV 年齢を特定してみると、平成 12
年度(2000 年度)では 12.5 歳、MPV は 6.55kg/yr、平成 17 年度
(2005 年度)では 12.7 歳、MPV は 6.78kg/yr であった。この年
齢を身長の MPV 年齢と比べると、平成 12 年度(2000 年度)
では身長の MPV 年齢の 0.8 歳後に、平成 17 年度(2005 年度)
では 0.5 歳後に握力の MPV が出現していた。両年度から判
断すると、握力の MPV 年齢は身長の MPV 年齢の後に出現
することが示された。 
 







































Male  grip strength  in  2000
Fig 6-1 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 
boy’s grip strength in 2000 
 








































Male  grip strength  in  2005
 
Fig 6-2 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 
boy’s grip strength in 2005 
 
 Fig 7-1，7-2 は反復横跳びの発達曲線グラフである。平成








反復横跳びの MPV は認められなかった。 
 










































Male  side step  in 2000
Fig 7-1 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 
boy’s side step in 2000 
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Male  side step  in 2005
 Fig 7-2 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 
boy’s side step in 2005 
 
Fig 8-1，8-2 は平成 12 年度(2000 年度)と平成 17 年度(2005
年度)の長座体前屈の発達曲線グラフである。長座体前屈で
は、身長発育のように、思春期での現量値の急増がみられる。
この傾向は発達速度曲線をみると、平成 12 年度(2000 年度)
では MPV 年齢は 11.6 歳、MPV は 4.22cm/yr と思春期の最大
発達速度を示している。これは身長の MPV 年齢である 11.7
歳から 0.1歳前に長座体前屈のMPVが出現したことになる。
同様に平成 17年度(2005年度)ではMPV年齢は 11.5歳、MPV
は 4.82cm/yr で思春期の最大発達速度を示し、身長の MPV 年









(2000 年度)では MPV 年齢は 12.6 歳、MPV は 3.83 回/yr で、













































Male  trunk bending  in  2000
Fig 8-1 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 
boy’s trunk bending in 2000 







































Male  trunk bending  in 2005
Fig 8-2 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 
boy’s trunk bending in 2005 
 





































Male  sit-up  in  2000
Fig 9-1 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 
boy’s sit-up in 2000 
 





































Male  sit-up  in  2005
 
Fig 9-2 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 




















































Male  50m dash  in  2000
Fig 10-1 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 
boy’s 50m dash in 2000 
 


































Male  50m dash  in  2005
Fig 10-2 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 






向を発達速度曲線からみると、平成 12 年度(2000 年度) では
7、9 歳(12.5cm/yr)で局所的極大速度(LPV)を示し、12.6 歳
(18.4cm/yr)で思春期最大発達速度(MPV)を、平成 17 年度(2005
年度)では 6.7 歳(13.9cm/yr)で LPV を示し、12.8 歳(18.6cm/yr)
で MPV を示しており、思春期の増大傾向が明白に示された。
両年度から判断すると、立ち幅跳びの MPV 年齢は身長の
MVP 年齢の約 1 年近く後に出現することが示された。 










































Male  standing long jump  in  2000
 
Fig 11-1 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 
boy’s standing long jump in 2000 










































Male  standing long jump  in  2005
Fig 11-2 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 




の運動能力発達グラフは 6 歳から 17 歳までを年齢軸として
グラフを示してきたが、ハンドボール投げは中学からしか測
定されていないため、やむなく中学１年(12 歳)から高校 3 年
(17 歳)までの６年間の発達をみることとした。発達現量値曲
線は平成 17 年度(2005 年度)では 15 歳頃に一時停滞したが、
両年度とも 12 歳から 17 歳まで増大を示す。発達速度曲線か
らは、両年度とも 13 歳付近で速度のピークを示すが、この
ピークが果たして MPV なのか否かは判断できなかった。 
 














































Male  handball-throwing  in  2000
Fig 12-1 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 
boy’s handball-throwing in 2000 












































Male  handball-throwing  in  2005
 
Fig 12-2 Growth distance and velocity curve from 6 to 17 years of 
boy’s handball-throwing in 2005 
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  Male 








Grip strength 12.5  6.55  12.7  6.78  
Sit-up 12.6 3.83 12.6  3.83  
Trunk bending 11.6  4.22  11.5  4.82  
Side step       
50m dash       
Standing long jump 12.6  18.38  12.8  18.61  
Handball-throwing         
Table 2  Age at MPV and MPV of boy’s physical strength and 











期最大発育速度(Maximum Peak Velocity : MPV)を特定した。
この解析によって従来では明らなにされない知見が導かれ
た。 













































 最後に BMI は加齢とともに直線的な増大傾向を示した。
両年度で尐し異なる傾向が示されたが、加齢変化速度曲線か
らは局所的なピークが複数個出現している様子が示された






















を身長の MPV 年齢と比べてみると、身長の MPV 年齢の後、
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